
夢
の
翼
ま
で

　「
夢
の
翼
」
で
は
、
垂
水
中
央
中

学
校
の
２
年
生
を
対
象
に
参
加
者

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
応
募
人

数
が
募
集
定
員
を
上
回
り
、
英
語

面
接
、
作
文
の
選
考
試
験
が
行
わ

れ
、
参
加
者
10
人
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
垂
水
市
を

紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
作
成
や
香
港
に
つ
い
て
の
調
べ

学
習
、
英
会
話
学
習
な
ど
、
合
計

10
回
の
事
前
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
貴
重
な
経
験
が
で
き

る
機
会
を
得
た
喜
び
と
、
市
の
代

表
と
し
て
参
加
す
る
自
覚
を
持
っ

て
「
夢
の
翼
」
に
臨
み
ま
し
た
。

海外研修までの流れ

７月／保護者説明会・募集
８月／選考試験（英語面接・作文）
　　　選考委員会（生徒 10 人決定）
　　　夢の翼結団式
８月～１月
　　／事前研修（計 10 回）
１月／出発式
　　　香港　海外研修（３泊４日）

夢
の
翼

　
垂
水
市
で
は
、
今
年
度
の
新
事

業
と
し
て
、
青
少
年
海
外
派
遣
事

業
「
夢
の
翼
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
学
生
が
外
国
の
文
化

や
歴
史
、
自
然
に
触
れ
、
国
際
感

覚
を
養
い
、
ふ
る
さ
と
垂
水
の
よ

さ
を
再
確
認
し
、
現
地
で
の
外
国

語
（
英
語
）
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
語
学
力
の
重

要
性
を
知
り
、
そ
の
向
上
を
図
る

契
機
と
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
お
い
て

活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
す
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
先
は
、
英
語
を
公

用
語
と
し
、
独
自
の
歴
史
や
文
化

を
持
つ
「
香
港
」。
結
ぶ
絆｢

学
ぶ
・

ふ
れ
合
う｣

、
感
動
体
験｢

見
る
・

聞
く
・
触
れ
る
・
感
じ
る｣

を
テ
ー

マ
に
、
派
遣
さ
れ
た
生
徒
た
ち
は

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
中
学
生
10

人
が
垂
水
市
、
そ
し
て
日
本
を
飛

び
越
え
て
経
験
し
た
「
夢
の
翼
」

の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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派遣先「香港」
　香港（中華人民共和国香港特別行政区）

は、1997 年までイギリス統治下に置かれ、

貿易港として栄えたため、世界各国から

さまざまな文化を取り入れ、独自の進化

を遂げたところです。その文化・歴史は

もちろんですが、鹿児島空港からの直行

便の利便性や、安全面等を考慮し、派遣

先に選ばれました。世界的にも学力が高

いことで知られ、生徒たちにとって、良

い学びの場になりました。

　また、香港には、鹿児島県香港事務所

があり、夢の翼の計画から現地での活動

まで連携を図りました。

中華人民共和国香港特別行政区（香港）
①公用語　広東語・英語
②人口　　約 734 万人
③面積　　1,106㎢

　多国籍な街並み
香港の街並みは、中国風な建物や商店街はもちろんですが、
外国人も多く生活しており、西洋風な街並みのエリアがある
など、いろいろな国の文化が混ざり合っています。

　高層ビル群
香港空港に降り立つと、まず高いビルが目に付きます。
香港の人口密度は世界４位。居住地が少ないため高層
ビルが多く、そのほとんどがマンションです。

移動／約 3.5 時間
時差／約１時間

特 集 ／ 青 少 年 海 外 派 遣 事 業

夢 の 翼
中 学 生 1 0 人 の 香 港 物 語
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